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『日本国語大辞典』 (第二版)には､ ｢オノマ トペ｣と ｢オノマ トペア｣が
見出し語として取り上げられていて､以下のように説明されている｡
｢オノマトペ 【名】 (フランスonomatopee)擬声語および擬態語｡擬音語｡オ
ノマ トペア｡*川端康成の文章 (1952) (臼井吉見) ｢このオノマ トぺが
またひっきりなしに出てくる｣｣
｢オノマトペア 【名】 (英OnomatoIXだia) 《オノマトピーア》 ｢オノマトぺ｣
に同じ｡*常識修辞学 (1909) (五十嵐力)二 ･四四 ｢英語にてはオノマ
トピーア (onomatopoeia)といひ｣｣
『広辞苑』 (第 5版)には､ ｢オノマ トペア｣が見出し語として取り上げら
れていて､ ｢擬音語に同じ｣となっている｡ ｢擬音語｣の項を見ると､ ｢実際
の音をまねて言葉とした語｣と説明されている｡その項には ｢擬声語｡オノマ
トペア.オノマ トペ｡｣とも書かれているo ｢擬声語｣は ｢(彰擬音語に同じ｡
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および 3冊の擬音語擬態語辞典に､見出し語としてあるいは同義語や派生語 と
して収録されている言吾を表 1に示す｡ これ ら､ 3冊の擬音語擬態語辞典はつぎ
のとお りである｡
1:『擬音語擬態語使い方辞典』第 2版 阿刀田稔子 ･星野和子 1995
創拓社
2:『擬音語 ･擬態語辞典』天沼寧編 1974 東京堂出版
3:『擬音語 ･擬態語辞典』浅野鶴子編 1978 角川書店
表 1 ｢CVQCVリ｣型と対応する語の辞典収録状況

















































のつしり 症 のしのし 広
ぱっくり 1 ぱくり 広
ぴったり 1 ぴたぴた 1
ひょっくり 2/広
ほっしり 伝 ほしほし 症
ほっそり 2/広
ほっとり 広 ほとほと 広
がっかり 1,2/広
ずっぷり 1.3/伝
のったり 広 のたり 2/広
ぽっかり 広 ぽかぽか 1.2
あっさり 1,2.3/広
























わつきり 広 わきわさ 1,2/広
きつしリ 2/広 きしきし 1.2/広
げっそり 一.2,3/広 げそリ 広
こっちリ 広 こちこち 1.2.3/広
すっかり 広 ずかずか 1.2.3/広
すっくり 広 すくすく 1,2.3/広
ずつけり 広 ずけずけ 1.2,3/広
すつベり 広 すべすべ 1.2.3/広
ちよつくり 広 ちょくちょく 1.2.3/広
ちよっこリ 伝 ちょこちょこ 1.2.3/広
てつかり 広 てかてか 1,2,3/広
でっかリ 広 でかでか 1.2,3/広
ぬつくり 広 ぬくぬく I,2.3/広
ぬつけり 広 ぬけぬけ 1.2.3/広
ひっしり 広 ひしひし 1.2.3/広
ひったり 伝 ひたひた 1.2.3/広
ふっさリ 広 ふさふさ 1.2,3/広
はつかり 広 ほかほか 1.2.3/広
ぽっちゃり I ぼちやり ー ぽちゃぽちゃ 1,2/広
もっさり 1.2,3/広 もさもさ 症
ゆったり 1.2.3/広 ゆたゆた 広
ごつてリ 1/伝 ごてごて 1,2.3/広
たっぷり 1.2.3/rL たぷたぷ ー/広
ぽっきり 1.3 ぽきり 1.3 ぽきぽき 1.3
ぽっくり 一.2,3/広 ぽくぽく 2/広
ぼっとり 広 ぽとり 1 ぽとぽと 1,2,3/広
ぎっちり 1.2.3/広 ぎちぎち 1.2/広
ぐっすり 1.2.3/広 ぐすぐす 1.3/広
ごつくリ 症 ごくり 1.2/伝 ごくごく 1.2/広
ねつちリ 1.2,3/広 ねちねち 1,3/広
はっきり 1.2.3/広 はきはき 1.2/広
ひつくり 広 ひくり 2/広 ひくひく 1.2,3/広
ぷつくり 1,2,3 ぶくぶく 1.2.3/広
ふっつり 1.2.3/広 ふっリ 広 ふつふつ 1/広
ぽっこリ 2 ぽこり 1.2.3 ぼこぼこ 1.2,3
ぽったり 伝 ぽたり 1.2 ぽたぽた 1.2.3/広
ぽっちり 1,3/広 ぽちぽち 1.2.3/IL
ぼってり 1.2.3/広 ぼてぼて 1,3/広
みっしり 3/広 みしり 1 みしみし 1.2,3/広
うっとり 1,2.3/広 うとうと 1.2.3/広
こってり 一.2.3/広 こてこて 1.2.3/広
じっくり 1.2.3/広 じくじく 1,2.3/広
しっとり 1.2.3/伝 しとしと 1,2.3/広
じっとり 1,2,3/広 じとじと 1.2.3/広
しゃっきり I.2.3/広 しゃきしゃき 1.2.3/広
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｢CVQCVリ｣型のオノマ トペ
すっぽり 1.2.3/広 すぼり 3 すぱすぱ 1.3/広
ちゃっかり 1.2.3/広 ちゃかちゃか I.2,3/広
とっくり 1.2.3/広 とくとく 1.2.3/広
ねっとり 1.2.3/広 ねとねと 1.2.3/広
びっしょり 1.2.3/広 びしょびしょ 1.2.3/広
ひっそり 1.2.3/広 ひそひそ 1.2.3/広
むっくり 1,2,3/広 むくむく 1.2.3/広
むっちり 1,2.3/広 むちむち 1.2,3/広
めっきり 1.2.3/広 めきめき 1,2,3/伝
うっかり 1,2.3/広 うかり 広 うかうか 1.2.3/広
ぎっしり 1,2,3/広 ぎしり 広 ぎしぎし 1,2.3/広
きっちり 1.2.3/広 きちリ 広 きちきち 1.2,3/広
ぐっしょり 1,2,3/広 ぐLより 1 ぐしょぐしょ 1.2.3/広
こっそり 1,2.3/広 こそリ 広 こそこそ 1.2,3/広
しっくり 1.2.3/広 しくリ 広 しくしく 1.2.3/広
すっかり 1.2.3/広 すかり 広 すかすか 1.2.3/広
ちょっきり 1.2.3/症 ちょきり 広 ちょきちょき 1.2.3/広
にったり 広 にたり 1.2.3/広 にたにた 1.2.3/広
びっくり 広 びくり 1,2,3/症 ぴくぴく 1.2.3/広
びっしり 1.2.3/広 ぴしリ 2 ぴしぴし 1.2.3/広
べっとり 一.2,3/伝 ベとり 1 べとべと 1.2.3/広
ぽっつり 広 ぼつり 1.2.3/広 ぽつぽつ 1.2.3/広
がつたり 2/広 がたり 1.2.3/伝 がたがた 1.2.3/広
こっくり 1,2.3/広 こくり 1.2.3/広 こくこく 1/広
ごっそり 1,2.3/広 ごそり 1/広 ごそごそ 1.2.3/広
どっしり 1.2.3/広 どしり 1/広 どしどし 1.2.3/広
ぴっちり 1,2.3/伝 ぴちリ 1/広 ぴちぴち 1,2.3/広
ぽっちゃり 1,2.3/広 ぽちやり 1.3 ぽちゃぽちゃ 1.2.3/広
がっくり 1.2,3/広 がくり 1,2,3 がくがく 1.2.3/症
がっちり 1,2,3/広 がちり 1.2/広 がちがち 1.2.3/広
ぎっくり 1.3/広 ぎくり 1.2.3/広 ざくざく 1.2.3/広
さっくり 1.2.3/広 さくり 1.2/広 さくさく 1.2.3/広
にょっきり 一.2,3/広 によきリ 1.2.3 にょきにょき 1.2.3/広
ばっさり 1,2.3/広 ばさり 1.2,3 ぱさぱさ 1.2.3/FZ;
ばっちり 1,2.3/広 ぱちり 1/広 ばちばち 1/広
ぱっちり I.2.3/広 ぱちり 1.2.3 ぱちぱち 1.2.3/広
ぴったり 1,2.3/広 ぴたり 1,2,3/広 ぴたぴた 1.2.3
ひょっこり 1,2.3/広 ひよこり 1.2′広 ひょこひょこ 1.2.3/広
ぷっつり 1.2.3/症 ぷつり 1.2.3/広 ぷつぷつ 1.2,3
かっちり 1,2.3/広 かちり 1.2.3/広 かちかち 1.2.3/広
ぐったり 1,2.3/症 ぐたり 1,2,3/広 ぐたぐた 1.2.3/広
ざっくり 1.2,3/広 ざくり 1.2.3/広 ざくざく 1.2.3/広
ずっしり 1,2.3/広 ずしり 1.2.3/広 ずしずし 1.2.3/広
すっぱり 一.2.3/広 すぼり 1.2.3/広 すぱすぱ 1,2.3/広
どっかり 1.2.3/広 どかり 1.2.3/広 どかどか 1.2.3/広
どっきり 1.2,3/広 どきり 1,2,3/広 どきどき 1.2,3/広
どっさり 1.2,3/TL どさり 1.2.3/広 どさどさ 1.2.3/広
にっこり 1.2,3/広 にこり 1.2.3/広 にこにこ 1.2.3/広
のっそり 1.2,3/広 のそり 1.2.3/広 のそのそ 1.2.3/広
ぱっくり 1,2.3/広 ぱくり 1,2,3/広 ぱくぱく 1.2.3/広
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ぱったり 1,2.3/広 ぱたり 1,2.3/広 ぱたぱた 1,2.3/広
ぱったり 1.2.3/広 ぱたり 1,2.3/伝 ぱたぱた 1.2.3/広
ぶっつり 1,2.3/広 ぶつU 1.2.3/広 ぶつぶつ 1.2.3/広
べったり 1,2.3/広 べたり 1.2,3/広 べたべた 1.2,3/広
ぺったり 1,2.3/広 べたり 1,2.3/広 ぺたぺた 1.2..3/広
ぽっかり 1.2.3/広 ぽかり 1.2.3/広 ぽかぽか 1.2.3/広
ぽっきり 1.2,3/広 ぽきり I.2.3/広 ぽきぽき 1.2,3/広
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このうち 『広辞苑』に収録されているのは 178語で 『広辞苑』にのみ収録
されている語は75語である｡これらのうち､明らかにオノマ トペではないの
はほとんどが名詞で､表 1の上から順に ｢うっちゃり｣ ｢さっこリ (裂織)｣ ｢し
ゃっくり｣ ｢しょっきり (初っ切り)｣ ｢じょっぼり (情っ張り)｣ ｢つつぼ
り (突っ張り)｣ ｢てっちり (ふぐちり)｣ ｢でっちリ (出っ尻)｣ ｢とった
リ (捕ったリ)｣ ｢とっとり (鳥取)｣ ｢ぽっかり (ばかり)｣ ｢はっとり (服
那)｣ ｢ひっきり (引っ切 り)｣ ｢ひっつり (引っ釣り)｣ ｢ひっぼり (引っ
張り)｣ ｢ぶっきり (打っ切り)｣ ｢ぶっしやり (仏舎利)｣ ｢へつびり (庇






にのみ収録されているこれらの語の多くは､ ｢きっさり｣ ｢つつぼ り｣などの
ように､現在はあまり使われていないものが多い｡しかし､ ｢てっきり｣ ｢に

















型の中には､必ず ｢と｣を伴う､ ｢CVQ｣型 (例 :さっ (と)) ｢CVCVリ｣
型 (例 :どきり)などの型もあるが､この ｢CVQCVリ｣型は､ ｢と｣を伴う場









｢CVQCVリ｣型の語､たとえば ｢どっきり｣の ｢CVCV｣つまり ｢どき｣を
語基と考えると､多くは対応する ｢CVCV -CVCV｣型の語 (｢どきどき｣)と
｢cvcvリ｣型の語 (｢どきり｣)の両方､または一方がある6). ｢cvcv
-CVCV｣型の語か ｢CVCVリ｣型の語のどちらか一方がある場合は､ほとんど
が ｢CVCV -CVCV｣型の語だけであり､ ｢CVCV リ｣型の語だけがあるのは､
わずかに ｢ぱっくり｣ ｢のったり｣ ｢げっそり｣の3語にすぎない｡対応する
｢CVCV -CVCV｣型の語も ｢CVCVリ｣型の語もないものは49語ある｡対応
する語の 『広辞苑』および 3冊の擬態語擬音語辞典における収録状況も､表 1
に示した｡
｢CIVIQC2V2リ｣の ｢C1｣と ｢C2｣が同じことは少ないが､同じものに ｢カ
ッキリ｣ ｢キッカリ｣ ｢クッキリ｣ ｢コツキリ｣ ｢コックリ｣がある｡一方､
母音 ｢Vl｣と ｢V2｣には同じものが少ないという傾向は見られない｡
対応する2音の語基を重ねた ｢CVCV -CVCV｣型の畳語のオノマ トペと
｢CVQCVリ｣型のオノマ トペのどちらからどちらが派生したかという点につい








はないが､ ｢サバサバ｣があるということ｡語基 ｢サバ｣に促音と語尾の ｢リ｣
を加えて ｢CVQCVリ｣型にすると､ ｢サッバリ｣となるが､促音は基本的に (外





























する ｢CVCVリ｣型の語と ｢CVCV-CVCV｣型の語のどちらもないオノマ トペ




あっさり おっとり がっかり かっきり がっしり がっぷり がっぽり
きっかり きっぱり くっきり さっぱり しっかり しっぽり すっきり




のオノマ トペのうち､対応する ｢CVCVリ｣型の語と ｢CVCV-CVCV｣型の語
の意味が､当該オノマ トペと大きく違う場合は除くと以下の28語になった｡
これらをⅡグループの語とする｡
こっくり どっしり ぽっちゃり がつくり がっちり がつたリ ぎっくり
さっくり にょっきり ばっさり ぱっちり ひょっこり ぷっつり かっちり
ぐったり ざっくり ずっしり すっぱり どっかり どっきり どつさリ

































清音と濁音､半濁音と濁音が変われば､ ｢さっぱ り/さばさば｣ ｢ずっぷり/
ずぶずぶ｣などのように､同じような意味で､実際に使われているオノマ トペ
があるものもある｡










































































































これらのことから､ ｢CVQCVリ｣ 型の語がオノマ トペだと判断されるときに､






















































る擬音語 ･擬態語を採り上げるように努めた-｣とあり､ 『擬音語 ･擬態





6) ｢どっきり｣に対する ｢どきん｣のように対応する ｢CVCVN｣がある語も
あるが､本稿では､ ｢CVCVN｣は取り上げない｡
7)アンケー ト作成時のミスでⅡグループの ｢がったり｣と ｢ぽっきり｣がア
ンケートには入っていない｡
8)参考文献に挙げたもののほかに､ ｢『東郭医談』細野本と大塚本の比較-
オノマトペを中心に- ｣ (1999)と ｢『万乗口訣』に用いられているオノマ
トペーカナ ･漢字併用のオノマトぺを中心に- ｣(2001)を 『国語と教育』
に発表している｡
参考文献
泉邦 寿 (1976) ｢擬声語擬態語の特質｣ 『日本語の語嚢と表現』 (鈴木孝夫編)
大修館書店
大坪併治 (1982) ｢象徴語の歴史｣ 『講座日本語学 (四)語貴史』明治書院
田守育啓 (1993) ｢日本語オノマトぺの音韻形態｣ 『オノマトピア 擬音 ･擬
態語の楽園』 (寛寿雄､田守育啓編)勤草書房
田守育啓､ローレンス ･スコウラップ (1999) 『オノマトぺ一形態と意味-』
くろしお出版
守山恵子 (1996) ｢｢体の状態をあらわす擬態語｣について- 『蕉窓雑話』の
場合- ｣ 『国語と教育』長崎大学国語国文学会
(留学生センター講師)
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資料 1:オノマ トペアンケ- ト






年齢 :10代 ･20代 ･30代 ･40代 ･50代 ･60代 ･70代 ･80代



































33 ぷ っつ り
34 が っ く り
35 しっぽ り
36 ぽ っ ち ゃ り
37 ぎ っ く り
38 の っぺ り
39 に っ こ り
40 ず っ し り
41 ぶ っつ り
42 ず っぷ り
43 ぱ った り
44 ち ょっぴ り
45 どっか り
46 か っ ち り
47 が っ し り
48 ゆ っ く り
49 あ っ さ り
50 に ょっ き り
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